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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract，

　　　　　　　（1）　The　non－metamorphosed　Paleozoic　in　the　area　can　be　divided　lithologically　into

the　Akiyoshi　super－group　and　the　Ota　group．

　　　　　　　（2）　The　Akiyoshi　super－group　is　composed　mainly　of　limestone　and　intercalated　chert

and　schalstein，and　divided　into　the　Carboniferous　Taishakugawa　and　Permian　Uyama　groups・

　　　　　　　The　Ota　group　consisting　of　sandstone　and　clayslate　and　is　accompanied　by　thin

lenticular　limestone　and　limestone　conglomerate。　The　group，which　is　distributed　in　the

present　area，is　named　the　Kawanishi　formation．

　　　　　　　（3）　The　Tessai　thrust　sheet　had　thrusted　Kawanishi　form＆tion　upon　the　Inkstone

group．The　Akiyoshi　super－group　form　imbricated　structure　by　the　Taishaku，Arito，Zenbutsuji－

Itaniyama，Kanehara－Misaka，Ippaimizu　and　Tameshige－Ut6－Haba－Kochi　thrust　faults．Each

thrust　is　due　to　the　intense　movement　which　pushed　the　Akiyoshi　super－group　upon　the

Kawanishi　formation　and　the　Inkstone　group　from　east　to　west．

　　　　　　　（4）　The　Mesozoic　rocks　in　this　area　are　divided　the　early　Cretaceous　Inkstone（Kwa－

nmon）group　and　the　later　Cretaceous　Ry6bi　porphyrites　and　Takata　rhyolites．

　　　　　　　（5）　The　Kawanishi　formation　is　equivalent　to　the　Upper　Permian　Terauchi　formation

of　the　Atetsu　Plateau　in　the　e＆st．The　Terauchi　formation　in　the　type　locality　rests　conforma－

bly　on　the　strata　of　the　y468伽θzone　of　the　Akiyoshi　super　group．The　Kawanishi　formation

is　tectonically　ridden　by　the　Akiyoshi　super－group　in　this　area．Therefore，the　non－metamor－

phosed　Paleozoic　strata　in　both　areas　is　supPosed　to　fQrm　a　large　overturned　structure　on　the

whole．

　　　　　　　（6）　The　thmsting　took　place　immediately　after　or　admidst　deposition　of　the　Inkstone

group　of　early　Cretaceous　ageラand　before　the　eruption　of　the　Upper　Cretaceous　Ry6bi　por－

phyrites　and　Takata　rhyolites．
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地質調査所月報（第18巻第7号）

　　　　　　　　要　　旨
昭和36・38年度広島県庁の依頼によつて帝釈台北東部

の石灰石鉱床を調査した。鉱床調査区域外の概査ならび

に他の研究者による既発表文献を検討することによつ

て，ここに地質構造ならびに後期中生代の地殻変動に関

する見解をまとめた．

本地域の古生界は非変成で，石灰岩相の秋吉累層群と

粘板岩・砂岩相の大田層群とに大別される．秋吉累層群

は石炭系帝釈川層群と二畳系宇山層群とからなつてい

る。

　帝釈川層群は帝釈川流域の背斜の軸部に石灰岩を主体

として分布するほか，為重谷の北方にチャートと石灰岩

とからなる為重層，為重層の近くに為平層とよばれるも

のとがある．宇山層群は帝釈川層群を不整合に覆い，下

から三原野・諸野・一杯水および有頭層とそれらの相当

層からなり，それぞれ　P56％4050h測α9671nα，Pα74％一

5観πα，N605‘h㎜α9爾nαおよびy訪6Z郷帯の化石によ

つて代表される。

　大田層群は川西層とよばれ，石灰岩または石灰岩礫岩

のレンズを挾み，それらからy励6伽帯の化石を産し，

有頭層とは同時異相の堆積物である．

　中生界には下部白璽系硯石層群がわずかに分布するほ

か，中古生界を不整合に覆う上部白聖系両備粉岩類と高

田流紋岩類とがある．

　中生代末ないし古第三紀初の花商閃緑岩はこれらに貫

入した。

　非変成古生界は哲西衝上によつて硯石層群の上に大田

層群の川西層がのり，さらに帝釈・有頭・禅仏寺一猪谷

山・金原一三坂・一杯水・為重一戸宇一羽場一河内の諸

衝上によつて鱗片構造がつくられている秋吉累層群がそ

れらに重なる．鱗片構造は変動が東から西に向ってお

り，またその運動によつて東城川流域の宇山層群には横

臥摺曲が形成される。

　東方域外の阿哲台には秋吉累層群の上位を占める川西

相当層の寺内層があるのに対して，本地域の川西層は秋

吉累層群の下位にある．帝釈台一阿哲台の間には大規模

な地層の逆転が行なわれたことを物語る。

　南方域外の成羽付近では上部三畳系成羽層群を不整合

に覆う硯石層群の堆積初期に大賀衝上が起ったが，大賀

衝上地塊をなしている秋吉累層群をさらに不整合に覆う

硯石層群の上位に，哲西や有頭などの諸衝上で本地域の

非変成古生界がふたたびくり返してのつている。このこ

とは衝上の時期は南方では早く，北方では遅れたことを

示し，中国地方全体の規模として考えると，衝上による

転位は南方から北方に向かつた。これらの諸衝上は山陽

衝上系注1）に属する。

衝上地塊の転位が終つた後に両備粉岩類および高田流

紋岩類の噴出と堆積がつづき，さらに花商閃緑岩によつ

て代表される深成活動があつた。

　付録として，鉱量を算出した石灰石鉱床と軟珪石鉱床

に関する概要とを加えた。

1．　1まじめ1こ

広島県庁の依頼によつて東城町南東部の石灰石鉱床の

埋蔵量を調査注2）した．埋蔵量を算出した区域は地質調

査所川野辰男技官によつて5千分の1の地形図が作られ

た．その地域外は調査の精度が低く，さらに露出不良の

地域があるので地質構造の解明が充分でない。そのため

既存の文献，とくに藤本治義（1944）および横山鶴雄

（1959，1960b）を検討して引用することによつて若干

の考察を加え，地質構造ならびに地殻変動に関する見解

をまとめた。

　石灰岩中のFusulinidsの鑑定は広島大学佐田公好教

官，石灰石の分析は広島県立窯業試験場をわずらわせ

た．野外調査に際しては広島大学沖村雄二教官から御意

見がよせられた。論文の取りまとめに際しては地質調査

所礒見博技官から有益な御助言をいただいた。

　広島県商工部からは地質の発表について御了解が与え

られた．調査の際は同部工業技術課ならびに東城町役揚

から多大の便宣が与えられた．付記して謝意を表する。
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第1図　　帝釈台の位置図

注1）　河合（1963a＆b）参照。

注2）　地形調査：第1回　昭和37年1月25日～2月8
　日，第2回昭和38年3月11日～25日計30日（実
　働20日）。　地質調査＝第1回　昭和37年2月5日

　～9日，第2回　昭和38年7月21日～8月2日
　計18日（実働14日）。
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第2図 広島県帝釈台北東部の地質図および断面図
Geological　map　and　geological　section　in　the　northeastem

part　of　the　Taishaku　plateau，Hiroshima　prefecture，Japan

（Compiled　by　M．KAwAI　based　on　data　of　M．KAwAI
（1962c，1963c），H．FuJIMoTo（1944），A．HAsE（1963），T．
YoKoYAMA（1959，1960a），T．OGuRA（1928））
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広島県帝釈台北東部地域の地質学的研究（河合正虎）

2．　地　　形

　本地域の周辺には広い台地が発達し，いわゆる帝釈台

とよばれる。この台地ができた主要な要素は大田層群の

上に秋吉累層群が衝上し，秋吉累層群の石灰岩が広い地

域にわたつて地表に現われることにある。秋吉累層群に

はチャートの部分もあるが，これは漸移層でチヤートと

石灰岩との薄層が縞状に細互層することが多く，石灰岩

に比較して侵食に対し著しい差がない。

　大田層群の岩石は硬い部分もあるが，緩く起伏する衝

上面の頂部がやつと侵食されている段階なので，大田層

群からなる山はまだ急峻でなく，また衝上面にそつた岩

石は圧砕されるので，地窓や半窓から現われる大田層群

は一般に軟い．

　両備粉岩類および高田流紋岩類は山嶺部を占める。粉

岩は一般に凝灰質で軟質なところが多く，流紋岩は一般

に新鮮で硬い。双方はほぼ水平にのつているので層理

（または流理）面は急斜することが少なく，したがつて

山地は一般に大きな急斜面は作られない。

　花廟閃緑岩は中粒ないし粗粒であり，備北層群は充分

に固結しないので，ともに風化に対して抵抗力が小さ

い．玄武岩は堅硬だが岩体が小さいので，台地を僅かに

突出した鐘状の山嶺を作るにすぎない。

　本地域は周辺部を含めて一般に300一・600mの緩い丘陵

状山地からなる広い台地が発達する。台地面は多く被覆

カルスト地帯であつて表土は厚い。露出カルスト地帯は

台地の斜面の部分にみられる．諸所にドリーネがあり，

粉岩・流紋岩および備北層群に近接したところや石灰岩

中の挾みや断層の上盤側に多い。

　河川のおもなものは東城川と帝釈川とである。両川の

支流は台地の平坦面を浅く刻んで種々の方向に流れる

が，東城川は宮原粘板岩層の上盤側を流れ，帝釈川は帝

釈衝上その他の断層に接し，ともに石灰岩地帯で顕著な

峡谷を作り，しばしば急崖が100mに達する。峡谷に接

近して鐘乳洞や天然陸橋注3）があつて，かつてドリーネ

が多かつたことを示す。

　石灰岩地帯を通る帝釈川流域は帝釈峡とよばれる名勝

である。

　平地は東城駅付近に標高約300mのものがあり，ここ

に町並が開けているが，他にはみるぺきものはない．

3。地質の概要

本地域の地質系統は古生界・硯石層群・両備粉岩類・

注3）　帝釈川には雄橋と雌橋の天然陸橋があり，東城

　川支流イソ谷には通穴とよぶものがある。

高田流紋岩類・花闇閃緑岩・石英斑岩・備北層群・玄武

岩および沖積層に区分される。帝釈台の位置を第1図に

示す。第2図は帝釈台北東部の地質図および地質断面図

である．第3図に化石産地などを示した．

　3．1古生界
　中国地方の古生界は三郡変成帯が南北に分れて山陽支

帯と山陰支帯からなり，両支帯の聞に中央非変成帯があ

る。三郡帯と非変成帯との間は多くの場合に衝上関係に

ある。

　本地域の古生界は中央非変成帯に属し，秋吉累層群と

大田層群とに区別される．

　3ユ．1秋吉累層群

　石灰岩相およびそれと近縁関係にあるチヤートおよび

輝緑凝灰岩とを一括して秋吉累層群とよぶ．小林貞一

（1941）はこの地塚の石灰岩相の古生界を準秋吉層群とよ

んだ。本地域では石炭系帝釈川層群と二畳系宇山層群に

区分される。

　帝釈川層群は帝釈川流域を標式地とし，石灰岩を主体

とするが，為重谷の北部からチヤートを主体とした為重

層と為重層にそつたごく狭い範囲の為平層がみいだされ

ている。

　宇山層群は横山鶴雄（1959，1960b）の東宇山および

西宇山層群の石灰岩相を一括したものである。多くの紡

錘虫・サンゴ・ブライオゾア・石灰藻の産出が知られる。

　従来多くの研究があるが，横山（1959）のものを除くと

地質図の公表は少ない。しかし化石帯は種々の地層名で

よばれ，これらを総括すれば第1表のとおりである。筆

者はとくに東城川東岸の石灰岩を川東石灰岩，粘板岩層

を宮原粘板岩層，その西側のものを久代石灰岩とよんだ。

　3．1．2大田層群

　砂岩および粘板岩を主体とした非変成古生界を大田層

群として一括した（河合，1963＆，b＆c，1964a，b，c
＆d）。

　本層群は横山（1959，1960b）の西宇山層群の主部に

当る。横山は前谷および野旅山層に区分したが，筆者は

川西層とし，野旅山層のチャートは石灰岩の漸移層とみ

なして宇山層群に含めて川西層から除外した。

　3。2中生界
　本地域の中生界は下部白璽系硯石層群，上部白聖系の

両備粉岩類と高田流紋岩類とである。小林貞一（1950，

p・102）　は紅葉橋付近に三畳紀後期のNoricを示す

加bno痂（En云o勉oπo痂）o‘ho痂α（TELLER）が転石と

して得られたとのべ，吉見益見（1937，p。315）は帝釈

部落西方約1km付近から同種の化石が産出（？）したと

のべている。これらの事実を確認した資料はないが，本
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第　　1　表

寺
十
㌧

巳
　
　
イ

北　石　　帯 横山鶴雄1959
　1960α＆G

赤木三郎
　1958α＆b
坂上・赤木1961

藤本治義1944，

1951，1955．1959

藤本治義

1960（総括）

馬山隆三

1965（総括）

河　合
1966

二
　
　
畳
　
　
紀

α甲劾∠～カoノ

冶6θ房o 東
宇
山
層
群

有頭層

保元層

野旅山層

西
宇
山
層
群
一杯水層

有　頭　層 有　頭層 有頭層 宇
山
層
群

有頭層 つ
ト
久
代
石
灰
岩
●
？

つ
↑
l
I
東
石
灰
岩

伽56加96ズ加
←吻φ6θ庖〃αノ 切分層 前谷層 東城層 一杯水層 一杯水層

一杯水層

噌原粘板岩

甜昭ん5必刀o 禅仏寺　谷層 宇山野層・諸野層

三　坂　層

宇山野層 諸　野層 諸野層

魚θ励5σル脚6π〃α 宇那田層・猪谷山層 三原野層 三原野層 三原野層 三原野層

石
　
　
炭
　
　
紀

冷漉ヒ舵5

帝
釈
川
層
群

爲平層
欠 欠 欠

欠

帝
釈
川
層
群

欠

帝
釈
州
層
群

爲平層

ん5α∠ど加

倉
迫
層

帝　釈層

F

ん5“∠伽∠∠o

永明寺層 石
炭
系

下帝釈層 帝釈層

永明寺層

断魚渓層

ρroル5罐〃8始 永明寺層

蔦
重
層吻概鰍佑 断魚渓層 断魚渓層 断魚渓層・鳥重層

地域の衝上地塊の下位に上部三畳系は存在する可育旨性が

あるので，一概に否定し去ることはできない。

3．2．1硯石層群（関門層群）

硯石層群は東部の河内南部から北東方の岡山県阿哲郡

哲西町にかけた地域，北東部の川東および南西部の三坂

に小区域に点在して現われる。

本層群は古生界に衝上され，両備粉岩類・高田流紋岩

類および備北層群によつて覆われるので，その露出は断

片的であるが，東方の阿哲台付近および南方の成羽付近

のものに連なるであろう．河内付近には地窓と半窓とか

ら，三坂でも地窓から露出するものである．

河内一哲西町の本層群に接近した秋吉累層群の石灰岩

は角礫岩であつて，河内衝上によつて硯石層群と接す

る。硯石層群は秋吉累層群に接する部分では，見かけが

石灰角礫岩に似た石灰岩礫岩が優勢で，ごく一部に酪色

岩を伴うにすぎない．石灰岩礫は角礫ないし亜角礫で，

礫は一般に大きく，ときには直径が1mをこえる。石灰

岩礫岩は河内衝上を遠ざかるにつれて礫の大きさを減じ，

挾雑物を増し，諸色を混える雑色礫岩から，終に潴色砂

岩と赫色頁岩の互層になつて細礫の雑色礫岩を挾むにす

ぎなくなる．雑色礫岩は石灰岩礫が一般に少なく，場岩

質物質にとみ，角礫ないし亜角礫で，礫の大きさは一般

に数cm以下である．河内付近の硯石層群の走向は一般

にN15～35。Eで，傾斜は10～40。Eであるが，局部的に

ははなはだしく擾乱される。全体としては走向および傾

斜は河内衝上の衝動面とかなりの調和性がみられる．硯

石層群の走向および傾斜が衝動面とかなり調和的なこ

と，硯石層群の岩質が衝上を離れるにつれて急速に石灰

岩礫岩から緒色岩に移化することは石灰岩の転位と地層

の堆積との問に密接な関係があつたと考えられる（河

合，1957，1964b＆c）。

本地域の硯石層群の地質時代は詳らかでないが岩質か

らみると脇野亜層群に属するようである。

3・2。2　両備粉岩類

硯石層群は古生界によつて衝上されるのに対し，粉岩

類は古期の地層を貫いて噴出し，これらを覆つている．

一般に凝灰岩や凝灰角礫岩で岩脈や集塊岩および熔岩を

伴う。一般にかなり変質（decompose）される。粉岩類

からなる火山砕屑岩類は備中および備後地方に広く分布

するので，ここでは両備粉岩類とよぶ．粉岩の岩脈は本

岩類と密接な関係にあると考えられる。吉田博直（1961）

および長谷晃ら（1964）は本岩類を吉舎安山岩類に含め

た。

粉岩の岩脈は地質図には省略した。

3．2・3高田流紋岩類

本岩類は一般に帯緑青灰色ないし白色，ときに灰白色

を呈し，主として熔結凝灰岩からなり，凝灰角礫岩ない

し凝灰岩の部分もある。また場所によつては石英安山岩

質のこともある．流理構造（層理）は平田南方山地では

走向がN35～75。Eで30～500Sに傾斜し，ときには

N55。Wの走向で550Sに傾くこともある。他の部分で

は一般に明瞭でない。小倉勉（1928）の粉岩とされたも

ののうちには本岩類が含まれている。

3．3　中生代末ないし古第三紀初の花崩岩類および石

　　英斑岩
　平田・政光付近において花廟閃緑岩が古生界および高

田流紋岩類を貫き，周囲の岩石に接触変質を与える．石

灰岩は接触作用のためにかなり広範囲にわたつて結晶質

化し，一部には接触交代鉱床が生成される（上野谷一政

光）。花南閃緑岩は灰白色ないし淡灰色を呈し，中粒の
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角閃石黒雲母花嵩閃緑岩である．小倉（1928）の角閃石

花南岩に当る。

　帝釈川にそつた地域やその西方の結晶質石灰岩は，西

方域外に広く露出する黒雲母花嶺岩または平田付近の花

商閃緑岩によつて代表される深成作用に伴つて変質され

たものであろう。

　戸宇の南西方には花闇斑岩の小岩体が貫入し，その周

辺は数100mにわたつて石灰岩が結晶質になつている。

　石英斑岩は小岩脈となつて諸所に貫入する．戸宇およ

び三坂付近では衝上断層の近くや衝上面に貫入する．他

の地域では石英斑岩の岩脈は少ない．北西部でかつて稼

行された吹矢谷鉱山は花樹閃緑岩岩脈が石灰岩に接触交

代作用を与え銅鉱床を胚胎したものといわれる（小林貞

一
，
1950）．これらの岩脈はいずれも小岩体なので地質

図には省略した．

　3．4新生界
　3．4ユ　新第三系備北層群

　備北層群は下部および上部に2分される。

　下部層は基底礫岩から始まり，礫岩・砂石および頁岩

からなり，上野谷東方の山嶺部から05舵αsp．その他

の介化石が産出する。小倉（1928）によれば，北東方の

東城町二本松から　佐伽ぴα‘αllo3αJENKINS　および

05舵αsp，その他の介化石が産出した。　したがつて下

部層は中部中新統である。

　上部層は下部層を覆うだけでなく，オーバー・ラツプ

して古生界や高田流紋岩類をも直接に覆う．顕著な礫岩

からはじまり，上位になるにつれて砂岩や頁岩の挾みが

増加する。礫種とその大きさは下部層の基底礫岩のもの

と大差がない．一般に直径30cmに達し，まれに1mを

こえるものもあり，亜角礫ないし亜円礫である。上部に

なるにつれて礫の大きさを減じ，亜円礫ないし円礫とな

る．礫種は粉岩・石英斑岩一流紋岩・花南岩類が多く，

これらは礫も大きい。このほか粘板岩・砂岩・輝緑凝灰

岩・チャート等の礫もあるが，いずれも一般に小さい。

ときには緑色片岩や黒色片岩の礫もある。上部層の地質

時代は詳らかでないが，下部層との間に時代的間隙を示

す不整合は存在しないようで，おそらく下部層とほぼ同

時代のものと推定される。小林貞一（1950）の山砂利層

は上部層を示したものである。

　備北層群は礫岩が優勢なので，地質構造を明瞭にし難

いが，山嶺部に下部層，平地に上部層が分布するような

こともあり，局部的にはかなり複雑な摺曲があつて，走

向および傾斜も場所によつて変化する。一般には南部で

北東一南西ないし東一西，北部では北西一南東方向の軸

で比較的にゆるく摺曲している。

　3・4・2　玄武岩

　備北層群を貫いて，黒色を呈する撒麓石玄武岩が，鐘

状の山嶺部をっくる．いずれも小岩体である。

　3。4．3沖積層

　東城駅の南側には標高300m位の若干の平地があり，

ここに東城の町並が開けている。吹矢谷・為重谷等にも

僅かに沖積地がみられる。沖積層は一般に薄く，東城川

の川底には諸所に備北層群がみられるので，厚さは数m

にすぎない。

4．古　生界

生1　帝釈川層群

帝釈川にそつた衝上断層の西側に帝釈川層群が知られ

ている。衝上断層と並走する背斜構造があつて，石炭系

は背斜の軸部に露出する．10c．630100からEo5孟卿llα

？sp。およびloc．630103からP7の勉5％1動εllαsP．が

産出した。

　藤本治義（1944）は帝釈川流域で，紅葉橋付近（10c．

13）カ＞ら　En40哲hツrαsp．；（loc．17）カ・ら　Fz63z6々n811α

60‘雇M6LLERその他1雌橋付近（loc，19）と雄橋付

近（10c。53）とからNagatophyllumsp・その他三（loc・

52）から　E％5麗1勉θllαsp。；その北方（loc．30）から

0灘測α8Jlαcf．伽g％1α如（COLANI）等を報告した。

　為重谷北方にはチャートと石灰岩とが互層し，ときに

は縞状の細互層の部分もある。また輝緑凝灰岩の薄層を

伴う．これが為重層とよばれるものである。

　為重層の南限に近い石灰岩10c・63037からE・5孟ψ観α

sp。A　indet．，E．sp。，Eη40吻規sp．；その西方loc．

63043からEη40吻m　sp．，PZ6c診og醐αsp，を産出し

た。北東部の10c。63047からE％5％伽611αcf．説勿・5h乞一

εη5∫5TORIYAMAおよびE　sp。がえられた。為重層は

化石の産出からみて局部的には小摺曲があるが，全体と

しては北東に向かつて傾く単斜構造をつくる。チャート

と石灰岩との縞状細互層では石灰岩はやや珪質で，チャ

ートには石灰分が含まれる．この細互層はまた，多数の

石灰細脈によつて貫かれる。10c．63042では細互層の風

化物を軟珪石として採取したことがある。

　横山（1960c）が7γ痂碗85帯の存在によつて為平層

とよんだ地層は為重層の北西側に露出する小石灰岩と推

定される。二畳系と推定される輝緑凝灰岩によつて覆わ

れる。筆者は化石を採取していない。

　4．2宇山層群
　本地域の二畳系石灰岩には礫岩質のものが多く，産出

する化石群は石炭紀のものから二畳紀の種々の時代のも

のを混在することもある。二畳系の層序を詳論するに

7一（453）



地質調査所月報（第18巻第7号）

は，なお研究が不充分であるが，今回判明した範囲と従

来の研究者の研究から層序の概要をのべる．

　生2ユ　三原野層

　三原野loc。630121から7！7痂碗8506厩ToRIYAMA，

T　　spP．，　Cf。　3‘h初α987fnαsp．；　loc．630126　カ＞ら　S．

sp，，」P58z64qブ銘5z4づnα　sp．フRz6goδqブz65μ1ぢnαsp．ラ　ハ乙αηゑ∫n－

811‘zsp。；三坂10c．63076カ・ら　717露∫o露85ηzon孟蓼）‘z7z65

〔（EHRENBERG）M6LLER〕を産し，三原野層とその相

当層がある．

　東城川流域の川東石灰岩にも柿ノ木坂西方loc．63057

から7｝髭比露65sp。，30hωα98万πα？sp．1イソ谷loc．

6206　カ〉ら　Tブ琵∫‘露85　cf。ηzon露4）αプz∬，　S‘h測α987初α

sp・の存在によつて三原野相当層を含む。

　藤本（1944）は三坂付近で諸野峠（10c．1）から　717f一

批露ε53魏με灘（ScHELLwIEN），T　sp。，S6h別α967初α

sp．等∋禅仏寺谷南部（loc。58）からS．sp．，Tr痂o伽5

sp・三有頭東方（loc・60）から　丁為αgαhα76n515HUJI－

MoTo，S‘h別α96短πα　sp。1（loc。33）　から　7ケπ∫6ゴ詑3

ηzfn歪ηzz65　（SCH。），　3‘h測αg87∫nα　伽oガ5‘z　（SCH．），　S．

sp．1雌橋付近（10c。21）からP58％4qル5％1ズnα％lgα短5

（ScH，），　86h初α987fηごz　sp。，Ωz6ごz5吻5％1歪nαcf．loη9ゴ∬委

脚（MoLLER）1（loc．22）から　S‘h測σ967歪槻sp．，

その他；紅葉橋付近（10c。14）　から　T7痂‘伽5sp．，

3・h測αg87伽αsp．，等を報じた。

　横山（1959）は三坂付近から下部二畳系のサンゴ

醜yl∫4砂hメ伽形，飾％g彪等を報告し，南方域外の宇那

田を標式地とした宇那田層に含めた。

　沖村雄二（1966）は為重谷北方で為重層の上位に

P58％4⑳5協nα％lgα7歪5その他を含む三原野相当層の

存在を指摘している．

　42．2諸野層
　為重谷loc．6301からP58％40401ゼol∫nαo辮別漉YABE

＆HANzAwAラPσ74％5読nαsp．シP58％4げ銘5％1歪nαsp。，

7「7∫あo∫診85　sp．；　10c。　6305　カ＞ら　」Rα7ψ5z61ぢηα　sp．，Bε％

4⑳5％1歪nαsp。，Cf．R％go5⑳5π伽αsp．Aindet．310c．

63016からPα74％5％1吻αcf．8408n5ガ30zAwA，R　sp．ラ

P5θ％4（吻5z61∫nαsp。；loc，63028カ＞ら」Rα7ψ5z〆歪παsp．，

P56π4吻5％1∫％sp弓一杯水付近loc．63081からPα解プ

％5％Zf箆ζz　sp。，　」R56z64⑳5％1ガnα　sp。，　Vセ76εθた∫nα　sp．　カミ

みいだされた。

　川東石灰岩にもイソ谷loc。6207からPσ7ψ5読nα

sp。，P5θ％4040Zlo伽αsp．3羽場10c．63070からP56％40一

血5％あnα？sp。が認められた。

　藤本（1944）は三坂（loc．2）から　P58％4吻5郡lfnα

勧砺孟∫（SCH。），R為7孟o痂（SCH・）その他1（loc．3）か

らR肋沸ガ，Pα7ψ5％1伽肋67勉∫28π5f50ZAWA等

を識別している。横山（1959）は禅仏寺谷を通つて南北

にのび，なお禅仏寺南部（10c。57）のS6hωαgε7’nαSP．

を産するものは下部二畳系（？）とみなされている。為

重谷西方loc。63018からはS。sp．A　indet．，E厩o吻7α

SP・を産し下部二畳系と思われる．P58π4吻5％lfnα動

物群を含む乳白色塊状石灰岩および石灰礫岩層を禅仏寺

谷層とよんだ。横山（1959）のチャートを主体とする猪

谷山層と禅仏寺谷層とは並走するが，石灰岩層とチャー

ト層とは漸移関係にあって，禅仏寺谷層とされたものの

うちには三原野相当層や一杯水相当層も含まれる．

　生2．3一杯水層

　為重谷北方10c．63021から　瓦6056h泌α98吻αcf．

郷α79α万砲8DEPRAT．，ノ〉．sp．；10c．63030　から　」Mσ一

n為∫πθllα　sp．ラ　Soh測α96r歪nα　sp．，　N6050h㎜α967カzα　cf．

5∫吻16∬OzAwA，亙cf．耀9α功h87∫伽DEP．1一杯水

1・c．63082から瓦脚79碗孟磁，瓦cf．4・％梛18∫

OzAwAl西部の前谷南方loc。63090からSoh測αgθ7fnα

sp・，　〈乙805‘h初α967ガηα　af〔．　ηzα79u7歪友z8三　10c．63091　カ＞

ら　T7露」‘髭θ5sp．，Soh測α98プ∫nα　sp．，ハ陀056h脚α96擁nα

‘耀あ昭Zが67α　（SCH．），2〉l　cf．ηzαrgα7露α8，　瓦　　cf．

40㈹ぢIZ碗　切分loc．630106から　M2駝ll加sp．，

A8％4⑳5％伽αPsp．，．〈乙605‘hωαg8ガnαsp．A＆B

indet．が採取された。

　東城川流域の川東石灰岩からは羽場loc．63067P58％・

4喚5㍑1伽sp．，N6・5‘hωα96吻αcf．‘剛加1⑳7α，瓦

cf・40％擁Jl砿柿ノ木坂西方loc．62012からEn406h醐α

sp．，ハ4彦㎏ll歪παsp．，」P58z64⑳3z61ガnαsp．，．〈乙805‘h測αg87ガnα

7形gαゆh碗‘α，瓦4昭痂観が産出した．　宮原粘板岩

層および久代石灰岩の双方から戸宇コーチ谷bc．62025

で　漉05‘h測ζz967歪ηα　勉αプ9・ごzプ彦α8ン　！〉1　‘76zあ‘z61珈7α　　力主

得られた。久代石灰岩からは宮原北部10c．63015付近か

ら吉見益見（1937）によつて1％03‘h測αg8万紹‘7αあ‘％一

1がθ7αがみいだされている．宮原の西方では石灰岩は結

晶質化して化石がみいだされ難い。

藤本（1944）によると北西部の後谷（loc．38）から

P蜘40401乞Ol伽0灘ωα∫，P蜘4⑳5％lfn好砂On加var．

h砂α5説厩LEE，，醜05‘h別αg6万nαsp．3禅仏寺谷（loc．

59）から瓦sp。1前谷（loc．42）から瓦40％η∫1観，

瓦　sp弓有頭付近　（loc．31）　から　瓦　40％切ll8∫，

P58％4qル5％lf照勧oめ㎜∫など1雌橋北方（loc．55）か

らS‘hωαg87伽sp・，1〉605‘h測αg87f％sp．等が報告さ

れている。

一杯水層およびこれより上位の有頭層では二次的に導

かれた下位の地層の化石がとくに多く含まれる。
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　4。2．4　有頭層

　為重谷北方loc．63029からP56％4げ％5％ZZnαsp。，

ノ〉8・5・伽α96吻α6纏∫‘π妙rα，2〉』脚79α7伽6，S％一

形砿擁ηααnηα8VoLz510c．63034からcf．S‘hωα967勉α

sp．，S％〃z4ヶ初α召η翠48110c．63044からN805‘h測4967劾4

40％切Zl6f，S％脚加nααηnα81有頭10c．630145から

く尼056ん㎜498プ∫nα　cf。ηz69α5望りh67∫oα，ハ義　cf。ηzαプ9α7露α8，

N．cf．40％”歪IZ6∫，8％解α加nα側％81切分北方Ioc．

630149カ・ら　ハ尾050h切α9ε7∫n‘z‘7α瓦‘z4が87‘z，　．〈ん　cf。

伽79α7伽8，3％脚孟71nα伽nαθ1金原西方loc。630138

カ＞ら　　KαhJθ7乞nα　？　sp．，　Soh測α967∫ηα　sp．フ　y4662nα

吻％1漉砂如厩（r5h伽吻6n5∫3を含む）；10c。630141

カ〉ら　Rzプψ5祝1初‘z　sp．，　y4う6初α　ηzz6廊5砂6α乱z　（yl

5h∫7α劾8n廊を含む），S㈱αオ吻α側ηα8が識別された。

　藤本（1944）によると前谷（loc．41）から1％・5‘h測α一

967歪nα　40z6η∫泥6f，　ylαみ6ガnα　5hづプα∫別8π5乞5，　3z6ηzα孟7Jnα

sPl有頭（10c・32）からy1励8∫ηα5励α伽εn5乞50zAwA；

切分の南方（10c．24）からハ吻5‘h初卿6吻αsp・，h－

66fnαsp．，S％脚加πααηnα8，S．sp。1（1・c．20）から

P5εzκZo401歪olfnα　　o之α測αガ，　ハ尼056h測α9θ7∫πα　sp。，　3z多一

解α師ηαsp．1紅葉橋西北西（loc，15）から　．〈乙805‘h測α一

98吻α40刎昭6∫，Yα6伽αglO605α，ヱ形漉歪5砂観α

（DEPRAT）∋（10c．16）からS6h測α987∫％sp。少Yα66fnα

sp．1金原西方（10c．34）から　Y励6歪％5んf7α伽6n5f51

（loc．35）　カ、ら　｝㌃　5h乞プ6z∫ω8n5∫5，　yl　sp。；　（loc．36）　カ、

らyl5hゴ7αf測8η5誌，Sz〃7zζz≠万nσsp。；（loc．37）カ〉ら

y励6」ηαglo6・5α，X5h癩伽8n5∫51三坂南方（loc。12）

からX郷％伽38P観α，S％脚加nαcf．αnnα6がV・ずれ

も古V・時代の化石と混在してV・る．これらのうち（10C・

20）のものはことによると川西層のものかも知れない。

　前谷南方では走向ボN35’》55。Eで，40。内外で南西

に傾くにもかかわらず（loc・41）から産出する化石は10c・

63090および（loc。42）からのものよりも若V・．loc。

63090および（10c．42）にも若v・化石が含まれてV・るの

かも知れないが，識別される化石をそのまま信用すれ

ば，この付近の地層は逆転する可能性があることを示す．

　金原付近の本層は横山（1959）によつて保元層とよば

れるものである。

　その他為重谷西方loc・6308から3‘hωαg67ガnα？sp．

を産するのみで，正確な対比はできない．

　4．3大田層群
　本地域の大田層群を川西層とよぶ．

　4．3，1川西層

　衝上地塊をなす秋吉累層群の基盤となつている砂岩と

粘板岩との互層である。本層はところによつては砂岩，

他の場合には粘板岩が優勢であるが，本研究においては

区分されていない。

　本層の下限は未詳だが，挾有される黒色の薄い石灰岩

ないし石灰岩礫岩から化石を産する．有頭西方10C・

63089　カ＞ら　7｝露’‘’オ85sp．，　5‘h測α98プぎn4sp．ンy4み6ガn4

耀1孟細ρ鰯α（ヱ　5h歪rα伽8n廊を含む），　野組1・c。

62016からT7痂・伽5sp．，4愈肋η詔αcf，5‘h6nた∫

THOMpsON，3‘h㎜α98擁％sp。，｝こ励8動α　形％伽5砂孟α診α

（r5h加伽8競5を含む）が得られた。

　横山（1959）が前谷層とよんだもののうちの石灰岩礫

岩はこの種のもので，筆者の10c，63089も含むと思わ

れ，下部二畳紀からの化石を混在し，ハ汚ε05‘hωαgε7乞nα

脚r斑プ伽8，y訪6伽形協f5砂鰯σ，3襯α♂吻α伽ησ6

等を産するとのべた。

　藤本（1944）は後谷（loc。39）から　施768襯％sp．，

S‘h測α987fnα　sp。，　ylα68∫πα　5hぎ7α∫τσ6η5げ5，　3z6刀zαオ7∫πα

απnα81前谷（loc，40）からSoh別α9顔nαsp．，1〉；θo－

5‘h測α9θ7’nα　sp．，　y4ゐ8歪nα　glo605αン　】乙　5h歪プα歪測6η5歪5，

S％脚加nαsp，等1その南西方（loc．61）から3‘h測4－

gε7∫郷sp。，y4伽％sp。，3％惚師nαsp．等を認めた

石灰岩礫岩ないし角礫質石灰岩は川西層に含まれる。切

分（10c．26）カ、ら　，N605‘hωζzg8万nα40％η∫ll6∫，ハ乙sp．，

y46ε歪nαglo60rα（YABE），　yl5んケ漉ωθη3∫5，　（10c．27）

のS‘h別αg8吻αsp。，h66歪nαsp。等を産する石灰岩

も川西層のものと思われ，（10c．25）から8％脚師％

伽η磁その他の化石を産する石灰岩も川西層に含まれる

可能性がある。

　川西層は秋吉累層群のなす衝上地塊の下盤となつてい

るが，東部では下限が哲西衝上によつて白聖系硯石層群

と接し，三坂付近でも硯石層群と接するので，全体とし

て硯石層群の上に衝上地塊となつてのつているものであ

ろう（河合，1964a，b＆c）。

5．地質構造

　5．1　秋吉累層群の地質構造

　秋吉累層群は第3および4図に示されるように，東部

では河内衝上，北東部では羽場衝上，北西部では有頭衝

上，西部では帝釈衝上，中央部の金原付近で金原衝上，

保元の猪谷山衝上など，三坂付近の三坂および猪谷山両

衝上によつて非石灰岩相の大田層群や白聖系硯石層群と

接する．また，これらの衝上と同時期に生成された為重

・禅仏寺両衝上によつて秋吉累層群は大局的に6つの地

域に分かれる。

　衝上断層によつて分たれた各地塊はいずれも西側のも

のが下位を占め，順次に東の地塊がそれらに重なつて鱗
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片構造解形成される。ただし，為重衝上などによっては

石炭系の為重層および為平層が二畳系中に現われてい

る。

　5．1．1　戸宇一平田から以東の地域

　この地域の石灰岩は連続性にとむ宮原粘板岩層によつ

て上下に2分され，見かけが上位の東城川東岸の部分が

川東石灰岩，下位のものが久代石灰岩である。宮原粘板

岩層は上下盤にチャートを伴い，上盤側ではチャートは

石灰岩と互層し，川東石灰岩に漸移し・，また下盤側でも

整合関係にある．粘板岩層は南北両限ではチャートを増

し，粘板岩はごく薄くなるかまたはまつたくみられなく

なる。北部の戸宇コーチ谷では下盤側に石灰岩レンズを

伴い，下盤ぎわの久代石灰岩とは共通の漉・50hω卿8－

7吻帯の化石を産し，整合関係にある．

　川東石灰岩には宮原粘板岩層にほぼ並走する見かけ上

の向斜構造，久代石灰岩にはほぼ同様の見かけの背斜と

向斜とがある。産出する化石から川東石灰岩は三原野層

諸野層および一杯水層を併せたものに相当し，久代石灰

岩は広く結晶質化するので全域にわたつては不明である

が，見かけの宮原粘板岩の下部から久代石灰岩の上部に

わたつて，一杯水層に相当する地層が含まれる。見かけ

の構造を考慮すると，川東石灰岩では三原野層を核心と

して横臥した背斜構造があつて，向斜部の一杯水相当層

が久代石灰岩の見かけの上部にくり返して現われるもの

であろう。

　5．L2為重谷北方の地域

　為重層は南部に．En40疏ッ7αzoneがあつて，走向は

一般にN30～50。W，北東に向かって20～50。で傾斜し，

北部にF％5z6Z∫2z4Zαzoneが現れる。　沖木寸（1966）　によ

るとさらにこれらの上位に下部二畳系が不整合関係での

つているといわれる。

　これらは為重層および二畳系下部層は正常な順で北東

に向かつて単斜構造をつくることを示す。

　しかし，為重層の北西縁にそつて，石炭系最上部の為

平層とこれを不整合（？）に覆う諸野相当層の輝緑凝灰

岩層の存在が指摘される（横山，1961）。おそらく為重
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層の南限をふちどる為重衝上に伴つて，薄い小地塊片と

して二畳系宇山層群との間に挾み込まれたもので，地塊

片の西限は衝上断層と推定される．この推定衝上断層を

一杯水衝上とよぶ。

　5．1．3　金原一三坂問の地域

　戸宇の新第三系より以南で，金原一三坂両衝上によつ

て西側がふち取られる地域を指す．

　為重谷を含む東部地域では，北部にWNW－ESEの背

斜軸があつて，ついでほぼE－W性の向斜からENE－

WSW方向の背斜・向斜および背斜がくり返され，その

南の向斜軸はNE－SW方向で，為重谷一三坂を結ぶ道

路の方向とほぼ一致する。南部の向斜構造と並走する若

い断層があつて，その南側には広く三原野の二畳系最下

部の三原野層が現れる。

　これらの背斜軸部にはB8鰯05‘h測㎎顔nα帯やPα一

プψ5％1初4帯などの下部二畳系，向斜の軸部にはN色

056h㎜解67伽帯またはy4襯槻帯がみいだされる。

　他の地域は石灰岩が塊状で層理が不明瞭であつたり・

表土が厚くて露出が不良であつたりし，さらに調査が不

充分なために精細は不明であるが，さきにのべた地質構

造と大きく食い違う事実はみいだされない。

　5．1．4禅仏寺谷一猪谷山間の地域

　西限は禅仏寺衝上で，東限は猪谷山衝上で囲まれる地

域である。

　調査不充分と露出不良のために精細は不明である。

　猪谷山から北方に向かつてチャートを主とした地層と

その西側に石灰岩体がある．このチャートは石灰岩と漸

移するものであり，僅かながらみいだされた走向は石灰

岩およびチャートの双方で東西性が卓越する。横山（19

59）によるとこのチャートにはさまれる石灰岩や石灰岩

礫岩からP56記q勉5読nαや野痂o∫絡が報告され，西方

の石灰岩から藤本（1944）はほぼ同時代の化石の産出を報

告しているので，全体としては東西性の小榴曲によつて

波打ち，禅仏寺谷中部で向斜構造をつくり，そこに漉o－

5め別αg顔御帯の石灰岩がみいだされるものと推定され

る。

　5．1．5吹矢谷一切分間の地域

　西限は有頭衝上，東限は金原および禅仏寺両衝上によ

つて囲まれる地域である。

　北部の吹矢谷から有頭付近にかけては南北性の小摺曲

で擾乱される。このうち1つずつの背斜および向斜構造

は有頭北方で湾曲して東西性となる。南部では地質構造

は詳らかでないが，東西性の小摺曲がくり返されるよう

である。

　5．1。6帝釈川より以西の地域

　帝釈川にそつた帝釈衝上を東限とした地域である。

　帝釈付近に帝釈川と並走するNW－SE性の背斜，そ

の西にこれと並行する向斜構造がある。背斜部に石炭系

が露出する。

　南部の雌橋付近では，地層の走向や傾斜がかなり乱さ

れ，さらに紅葉橋付近ではNE－SW方向の小摺曲が多

i数にみV・だされる。

　5，2　大田層騨の地質構造

　調査研究の主体が秋吉累層群におかれ，調査目数が少

ないので，川西層は細分せず，また地層が逆転している

か否かも現地で検討していないので，ここでは単に見か

け上の地質構造をのべるに止める。

　全体としてNW－SE方向の摺曲構造が顕著であるが，

三坂付近ではNE－SWなV・しE－W方向の摺曲もみら

れる。地層の傾斜はほとんど水平に近いものから急斜し

て80。をこえるものまで種々のものがある。

　衝上地塊をなす秋吉累層群の地質構造とは明らかに別

個の摺曲を行ない，衝上断層によつて，両層群の摺曲は

分離されている。北西部の帝釈川流域の秋吉累層群とそ

の東側にある大田層群，東部の東城川流域の秋吉累層群

と大田層群，南西部三坂付近の秋吉，累層群と大田層群と

の間の摺曲軸の方向はいずれもきわめて近似性を示す。

　このことは秋吉累層群の衝上地塊としての転位と大田

層群の擾乱とは同一の圧迫によつて影響されたためであ

る。

　5，3　硯石暦群の地質構造

　本地域の硯石層群は露出が断片的なので，全体の構造

を把握することはできない．東部で河内より東に現われ

るものは，一般に走向がN15～35。Eで，10・》40。Eに

傾斜する。局部的には衝上断層や粉岩の岩脈が貫入し

て，走向や傾斜が変化する。河内（中橋ぎわ）では走向

がN60。W，傾斜が25。Sを示し，イソ谷では走向がN

85。Eで，75。Sに傾くこともある。いずれも衝上断層

に接近した擾乱帯である。

　三坂にみられる硯石層群の露出は2カ所あり，いずれ

も小区域にすぎない．ここには川西層の下に伏在した背

斜があって，軸の南側では走向がほぼE－Wで，南に

10。で傾き，北側では走向がN700Wで，20～35σNに

傾斜する．近接した秋吉累層群の下の衝上面はともに硯

石層群の走向および傾斜とほぼ一致する．

　硯石層群全体の地質構造は河内と三坂の2カ所の露出

だけでは判定することはできないが，秋吉累層群と大田

層群との間の地質構造に大局的な調和性があるように，

大田層群と硯石層群との問にも近縁関係が存在すると思

われる。
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＆　後期中生代の地殻変動

　6．1衝上断暦

　本地域の古生界は下位に硯石層群があつて，大田層群

および秋吉累層群が順次に衝上している。

　本地域のおもな衝上は哲西・河内・羽場・戸宇・有頭

・帝釈・金原・禅仏寺・三坂・猪谷山・為重および一杯

水の諸衝上である．これらのうち戸宇・有頭・禅仏寺お

よび為重の各衝上は小林貞一注4）（1950，1951）によつて

それぞれ，東城・西山・帝釈・禅仏寺および為重の諸断

層または衝上とよばれた．

　6・1ユ　哲西衝上注5）

　二畳系宇山層群は東部の河内付近では不規則な分布を

している．その東限の柿木坂付近で宇山層群の東側に川

西層が現われる。川西層と硯石層群との関係は確認でき

なかつたが，硯石層群は低い川筋に現れるのに対して，

川西層は山腹の斜面を占めている。西方の三坂に現われ

る硯石層群も柿木坂付近のものに似た現われ方がみられ

る。三坂付近の硯石層群の2カ所の小露出では，北側の

ものは北に，南側のものは南に傾斜する。もし，不整合

によつて川西層の上に硯石層群がのつているならば，2

カ所の小露出だけでなく，摺曲軸の延長方向にもなお分

布がみられるはずであるが，それがない。硯石層群の上

に川西層が位置するならば，地質図にみられるような分

布が不合理でない。したがつて川西層と硯石層群との間

に衝上関係を考えざるを得ない．この衝上の露頭が今後

確認される可静性の強い哲西の地名をもつて本衝上をよ

ぶことにした．三坂の川西層と硯石層群との問の推定衝

上も哲西衝上の延長部とみなす。

　6，L2　帝釈衝上

　帝釈川にそつた帝釈川層群の東限の断層は衝上であ

る．帝釈北方では向斜構造をつくる川西層の上に帝釈川

層群が明瞭にのつているところがみられる。両者の境界

はここでは確認できなかつたが，その南側には半窓があ

つて，半窓の南側の境の一部は走向がN55。W，60。N

に傾く断層で，見かけは正断層である．この断層にごく

接近した部分で，道路から約2mの高さで川西層は走向

がN55。W，傾斜が600Sであるが，道路の高さで走向

がN45。W，30。Eに傾V・て川西層に激しい捻れがみら

れる。この半窓の一部にみられる見かけの正断層は，衝

上面が局部的に転倒したために生じたと推定される。

注4）　小林貞一（1950，P、100～101および1951，P．

　128）参照．
注5）　岡山県阿哲郡哲西町川西にある。かつて川西衝

　上（1964b）とよんだが哲西衝上と改めた（河合，

　1964c＆d）。

　この断層が衝上であることを示す最大の証拠は，帝釈

付近に2カ所，切分から紅葉橋にかけて数カ所の地窓が

存在することである。切分から紅葉橋にかけての地窓の

うちには，一方が帝釈衝上で，他の側では有頭または禅

仏寺衝上のこともある．

　6・1・3有頭衝上

　宇山層群と西側の川西層との境は吹矢谷から後谷・前

谷南部・有頭および切分に向かう。この宇山層群の外縁

線を有頭衝上とよぶ。

　有頭部落の両端で川西層に宇山層群が衝上する露頭が

みられる．これを図版1に示した。

　　　　図版1　有頭衝上
L：石灰岩
C：チヤート（b1：層理N45。W・10。S，b2：層理N5。

　W・70。E）
S：軟珪石の円礫

Br；断層破砕帯（軟珪石の礫Sを含む）厚さ10～20cm

Al：砂岩・粘板岩互層（大田層群）　（b3＝層理面N850E

　・35QN，b4＝層理面N15。W・70GE）
Th：衝上面（P1：N65。E・50。N，P2：N85。E・40。N，

　P3：N750W・48。N）
　　　　　（広島県比婆郡東城町有頭部落の西）

　有頭衝上は北半部では川西層の上にのるが，南部では

帝釈川層群に衝上すると考えられる。帝釈川流域には広

く石炭系帝釈川層群が背斜構造によつて露出するが，切

分から雌橋付近にかけては宇山層群の有頭層に当る

y励8’nα帯の石灰岩があつて，有頭衝上の衝上地塊の一

部があると推定される．有頭衝上の南限は紅葉橋付近を

へて，さらに南方に向うことは，石炭系帝釈川層群の分

布地域内に宇山層群の有頭層が存在することによつて示

される。

　有頭衝上は小林貞一（1950，1951）によつて西山断層

または西山衝上とよばれた。吹矢谷から切分に至る問の

川西層と宇山層群との関係は，横山（1959）および坂上

・赤木（1961）は整合とみなしている。

　6．1．4禅仏寺衝上と猪谷山衝上

　有頭付近の有頭層の分布はほぼ東西にのびるが，見か
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けの上位に三原野相当層（loc．33）（loc．60）がある．両

層の間には断層が推定される．この断層は切分付近まで

のびて，西側の有頭層と東側の三原野相当層とを分離す

るものであろう。この衝上の延長部は保元で宇山層群と

川西層との境を劃し，猪谷山東方に連なるものであろ

う。三坂の西方では背斜構造のみられる川西層の上位を

占めてチャートからなる宇山層群が山嶺部にのつてい

る。ここでも衝上断層は確認できなかつたが，構造的に

低角度断層の存在が推定される。この断層が猪谷山衝上

である。禅仏寺衝上はゆるく東に傾斜する部分，猪谷山

衝上は西傾斜の部分で，衝上地塊の下限を劃する同一の

断層面を構成すると思われる．

　6．1．5金原および三坂衝上

　金原西方の有頭層と（loc・33）および（loc。60）の三

原野層との間にも断層が存在する．この断層は北方にの

び西側のチャートと東側の石灰岩との境をつくる。この

断層は南にのびて保元付近に達する．さらに保元一金原

保元東方一三坂に至る宇山層群と川西層との境界線をっ

くる。

　吹矢谷南方から金原西方をへて保元に至り，反転して

保元一金原，ふたたび反転して南方に向うものを衝上断

層とみなして金原衝上とよぶ．この断層面も確認してい

ないが，吹矢谷南東方および金原北方にみられる地窓と

半窓は，この境界線が衝上断層であることを示す．保元

付近で南北に細長く分布する川西層は金原および禅仏寺

両衝上の地窓から現れるものであろう。

　金原から南に向つた金原衝上の延長部は三坂付近に現

われる．三坂付近の衝上断層を三坂衝上とよぶ。

　三坂衝上も確認できなかつた。しかし，宇山層群は背

斜構造をつくる川西層の南東側の上位を占めて分布し，

その境界線ははなはだしく湾曲して低角度の断層である

ことが推定され，三坂の北東方に地窓が現われることか

ら衝上断層が推定される。三坂付近でほぼ南北にのびる

川西層は猪谷山および三坂両衝上によつてできた地窓か

ら露出するものであろう．

　6．1．6為重衝上と一杯水衝上

　為重層の分布からみて，その南限は断層で北にゆるく

傾く衝上性のものと推定される。為重層の南東部に為重

層の下位から川西層が僅かに露出し，断層にそつた為重

層に破砕帯がみられる．この断層を為重衝上とよぶ．

　為重衝上の南西に接して石炭系最上部為平層とそれを

覆う下部二畳系の輝緑凝灰岩からなる小地塊片がはさみ

込まれることは，この断層もまた衝上性であることを示

す。この断層を一杯水衝上とよぶ。

　為重衝上の南の延長は新第三系備北層群に覆われるこ

ととさらに花闘閃緑岩の貫入によつて不明とされるが，

上野谷から平田の方に向かつていたに相違ない。北の延

長は備北層群に覆われ，戸宇衝上との関係は明らかにで

きない。

　6ユ．7　河内・羽揚および戸宇衝上

　東部の河内付近の宇山層群の不規則な分布は，イソ谷

にみられる硯石層群の走向と斜交し，両者の問に断層の

存在を示す。硯石層群は河内部落から北東のイソ谷にか

けて3ヵ所で地窓注6）から僅かに現われる．部落の東の

橋（中橋）ぎわには小半窓から硯石層群が現われ，硯石

層群の上に宇山層群が見かけ上は整合的にのつている。

この露頭を図版2に示した。

嚢

　　　　図版2　河内衝上
L＝角礫質石灰岩（宇山層群）

S瀦色頁岩（観石層群）（層理面N60。W・25。S）

Th：河内衝上（断層面N60。W・25。S）

（東に向かつて写す）

（広島県比婆郡東城町河内部落東方中橋ぎわ消防倉庫裏）

　河内衝上は南にのびて大森谷に至り，高田流紋岩類に

覆われる．北方にのびた部分は柿木坂で川西層の上限を

劃して，一部では両備粉岩類と備北層群とによつて覆わ

れるが，羽場東方では川西層の上にのつていて，数個の

小クリッペとして現われる。ここでも衝上断層は湾曲し

た曲線で示される。羽場衝上とよぶが，河内衝上の延長

部に当ることは確実である。

　羽場衝上の北西の延長部は戸宇コーチ谷に現われる．

コーチ谷には道路の北斜面に川西層の上にのる宇山層群

のごく小さいクリッペが認められる．道路ぎわでは衝上

断層は走向がN30～45。Wで，一般に40《45。，時に

50。で西に傾く断層で，衝上面とその近くとに石英斑岩

の岩脈が貫入している．この衝上を戸宇衝上とよぶ。北

西方の大掛にも石灰岩ボ知られているが，戸宇衝上によ

注6）少なくとも3ヵ所の小地窓と2っの半窓とがあ
　　る。地質図には拡大しているもので2つの地窓と

　　2つの半窓とに省略きれている。
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ったクリッペであろう。

　北東部の野組の北方には備北層群中に硯石層群の小露

出があり，その北にはチャートの厚層が露出し，いずれ

も備北層群に覆われる。筆者はこのチャートは川西層の

ものでなく，宇山層群のクリッペと考える．起伏した羽

場衝上の衝上面の背斜状部（波状曲面の頂部）で川西層

および硯石層群を露出させ，衝上面の向斜状部（波状曲

面の底部）でふたたび宇山層群が川西層や硯石層群を覆

つて，岩質がチャートに変つた宇山層群が露出するに至

つたものであろう。

　東城川流域の宇山層群と為重層などとは地質構造から

同一の衝上地塊とみられることから，河内一羽場一戸宇

の衝上と為重衝上とは同一衝上面の西傾斜の断層線が河

内などの衝上で，東に傾く部分が為重衝上と推定され

る。

　小林貞一（1950，1951）は戸宇衝上を東城断層または

東城衝上とよんだ。

　6，1．8　地域外の衝上断層

　南方域外の成羽町付近には多くの衝上断層がある。上

部三畳系成羽層群の上に砂岩粘板岩からなる大田層群と

秋吉累層群の石灰岩（輝緑凝灰岩を伴う）どが衝上す

る．秋吉累層群は成羽層群に直接衝上するだけでなく，

部分的には成羽層群を不整合に覆う薄い硯石層群をも覆

い，さらに秋吉累層群の上には厚い硯石層群が不整合に

覆う（河合，1957）。成羽層群と古生界との関係は古く

から衝上であることが知られ，古生界の南縁をもつて大

賀衝上とよばれた（河合，1957）。

　大賀衝上の北東の延長は本地域東方の阿哲台に向か

い，西の延長は北西に向かつて帝釈台の南方をすぎる。

　長谷晃（1963）は帝釈台南方に大賀衝上の延長部を認

め，さらに帝釈台の南縁で石灰岩相の古生界が非石灰岩

相のものに衝上したことを指摘し・た（長谷晃1964）。

　東方域外の阿哲台には最下位に三郡変成岩類を不整合

に覆つて，成羽層群とさらにこれらを不整合に覆う硯石

層群がある．成羽・硯石両層群に対して大賀衝上によつ

て秋吉累層群がおし被せ構造をつくる。秋吉累層群は場

所によつては直接に三郡変成岩類に衝上する。阿哲台北

東部で秋吉累層群の上には整合関係で非石灰岩相（砂岩

粘板岩を主とし薄い石灰岩レンズをはさむ）の寺内層が

のつている。この寺内層は本地域の川西層に相当する。

（小林貞一，1951；今村外治，19593佐田公好，1960，

1966）。この寺内層は阿哲台西部で，秋吉累層群の上に

井倉衝上によつてのし上げてV・る（河合，1964b＆c）

すなわち，東部の標式地では秋吉累層群と整合する寺

内層は西部で両者の間に上りによつて井倉衝上ができて

いる。

　6．2　後期中生代の地殻変動

　域外南東方の成羽付近の大賀衝上では特異な事実が知

られる。

　上部三畳系成羽層群を不整合に覆う下部白聖系硯石層

群中にはしばしば次のような変化がみられる．下方から

上に向かつて秋吉累層群の石灰岩礫は漸次に量を増すと

同時に礫径を増大して，礫の大きいものは数mに達し，

さらに整合的に見かけ上の巨大礫や衝上地塊をなす秋吉

累層群の石灰岩がのる．その上にはふたたび硯石層群が

つづく．このような事実によつて硯石層群堆積中に大賀

衝上注7）の進行があつたとみなした（河合，1957，p。294

’｝296）。

　阿哲台の南部にも成羽付近にみられるような見かけ上

の巨大礫からなる大賀衝上地塊の石灰岩がある（佐藤源

郎，1938）。

　阿哲台や帝釈台付近にみられる硯石層群は成羽付近で

秋吉累層群をふたたび不整合に覆う硯石層群主部に相当

する。

　大賀衝上は南方で硯石層群堆積中に転位し，その衝上

地塊を覆つた硯石層群の主部にふたたび本地域の諸衝上

によつて非変成古生界がのつている。

　本地域の古生界は大田層群に当る川西層が哲西衝上に

よつて硯石層群と境され，その上には帝釈・有頭・禅仏

寺・金原・一杯水・為重・河内等の諸衝上によつて秋吉

累層群が鱗片構造を作つて重なる。

　これらのことは南方の成羽付近では硯石層群堆積初期

にすでに衝上運動が生じ，北域の帝釈台一阿哲台では遅

れて衝上が完結したことを意味するであろう。

　阿哲台の東部では衝上地塊をなす秋吉累層群の上位に

整合する川西相当層の寺内層が整合関係でのり，阿哲台

の西部では秋吉累層群の上に井倉衝上で寺内層が接す

る．さらに川西層が本地域で秋吉累層群の下位に現われ

ることからみて，阿哲台と帝釈台との間には大規模な逆

転構造の存在が推定される．

　帝釈台の秋吉累層群は幾つかの衝上群によつて鱗片構

造が形成され，また横臥摺曲の存在する部分もある．本

地域のものについてみると，衝上地塊群は東から西に向

かつて，それぞれの地塊の上に重なる．これは東から西

注7）　粘板岩・砂岩からなる非変成古生界は宇治層と

　よばれる　（吉村典久，1961）。また正寺層とよば

　れる古生界（？）もある。第1報では石灰岩相の
　古生界（秋吉累層群）のみが大規模な衝上をする

　とのみ考えているが，第2報に示すように非石灰
　岩相の大田層群も大規模な衝上に関与することが
　半虹つアこ　（河’含・，　1963a＆b）。
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に転位したことを示す．

本地域だけの規模でなく中国地方全域という広い範囲

についてみると山陽系の衝上地塊注8）は南から北に向か

つて転位したことを示す（河合，1964b，c＆d）。

　山口県西部をみると，ここには非変成古生界と衝上地

塊とする山陽および三郡変成帯山陰支帯とジュラ系豊浦

層群を衝上地塊とする山陰両系の衝上群がある．両衝上

系の間に挾まれた三畳系長門層群の地質構造や両衝上系

の前縁の状態からみると，山陰系の衝上運動は北ないし

西から南ないし東に向かい，山陽系は山陰系の逆方向を

たどる．また，これらの衝上系の完成は硯石層群の堆積

中かまたは堆積後である（河合，1963b）．

　本地域の山陽系の衝上群も山口県西部のものと同様な

性格をもつている。

7．結　　論

　帝釈台地域の非変成古生界を岩相によつて秋吉累層群

と大田層群とに区別した。岩相によつて区分することは

標式地の秋吉台以外の地域では適切でないかも知れな

い．とくに大田層群に当る川西層は東方の阿哲台で秋吉

累層群に整合にのるといわれる寺内層に相当するから，

ここに若干の問題がある。しかし，現状では西南目本内

帯の非変成古生界に各地域ごとにそれぞれ異る名称を与

えるのは，全般的地質構造の考察には適切でない。筆者

は差当つて2系統に区分したが，将来は層群名が統一さ

れ，さらに詳細な細分と相互の関係を究明されねばなら

ない。

　筆者自身の調査は一部地域を除いては不完全なので文

献に基づいて考察を試み，地質構造の概要を把握し，次

の結論を得た。

　それによると秋吉累層群は多くの衝上群によつて鱗片

構造がつくられる。また一部では横臥摺曲炉認められ

る．秋吉累層群の転位の方向は東から西に向かつてい

る．大田層群も秋吉累層群と同様に山陽衝上系の衝上地

塊であつて，硯石層群の上に大田・秋吉の順でのつてい

る。大田層群の地質構造は大局的には秋吉累層群の構造

に似ており，運動の方向はほぼ同じである。

　本地域の古生界を阿哲台のものと比較すれば，重なり

方が逆のところがある．阿哲台の寺内層は秋吉累層群の

上位にのつているのに対し，本地域の寺内相当層の川西

層は秋吉累層群によつて衝上される。これは両地域の間

に大規模な逆転が行なわれたことを物語つている。

　南方地域外の地殻変動を比較すると，南方では硯石層

注8）　非変成古生界を衝上地塊とする衝上群を山陽系

　　として一括する。

群堆積初期に大賀衝上があつたが，本地域では硯石層群

が厚く堆積した後に衝上が完成している。これによつて

衝上運動が南部において早く始まり，後に北部に及んだ

こと，つまり衝上地塊の根源は南方にあつたことが判

る。

　後期中生代の地殻変動は，第玉報，第2報でのぺた結

論と他地域の資料を加えて検討すると，中国地方全体と

してみれば山陽衝上地塊は南から北に向つて硯石層群堆

積中に転位した。北部地域の阿哲台一帝釈台では転位が

東から西に向かつて，大規模な地層の逆転があつた。こ

の運動の一環として，本地域の秋吉累層群には横臥摺曲

や鱗片構造がつくられた。その後，両備粉岩類と高田流

紋岩類の順で噴出と堆積とがあつた．両岩類は局部的に

は擾乱されているが，全体としては大きな変動は受けな

かつた．花樹閃緑岩の貫入はその後のものである。

　二畳系宇山層群の石灰岩中には時代を示す紡錘虫化石

だけでなく二次的に導かれた古い時期の化石を多産し，

多くの局部的な不整合が存在することが推定される。し

かし，このような不整合（？）は地質学的な意味をもつか

どうか疑問である。地質構造が複雑なことと，衝上断層

によつても古い地層が角礫状にもみ込まれたことも考え

られるので，詳細な分帯が行なわれたのちに不整合（？）

とされたものの意味が吟味されることを期待する．

　なお，付録に石灰石鉱床の概要と軟珪石鉱床の源岩に

対する見解とを加えた。
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8．　付　　録

　8．1　石灰石鉱床

　8．1．1製鉄用原料としての石灰岩

　本地域の石灰岩は製鉄用原料としては未稼行である。

帝釈台の秋吉累層群中の石灰岩は平田一政光付近の花闇

閃緑岩の周辺，帝釈川以西の石灰岩および戸宇南西方の

一部等では花闘岩類の接触作用をうけて結晶質となつて

いる．非結晶質（微晶質ないし隠微晶質）の部分も少な

くない。

　東城町南東部の非結晶質石灰岩を対称として調査した

ものの概要をのべる。

　A。品質
　非結晶質石灰岩は一般に純度が高く，爽みに接近した

部分を除くと珪質の部分は少ない。一般にCaO53．8～

55。5％，　SiO2＜L5％（まれに，2．5％），Al203＜α33

％，Fe203＜0。5％，MgO＜0。9％，S＜0．022％，P＜

0。02％である。分析資料注9）16コのうちCaO＞55％は

11，SiO2＜1・5％のもの14，P＜0。01％のもの10（うち

Pく0。005％のもの9）を数える。

　B．被覆岩類と貫入岩類

　粉岩類および新第三系が石灰岩を被覆するところがあ

る。また，貫入岩類には粉岩および石英斑岩の岩脈があ

る。岩脈の貫入は一般にまれである。

　C．爽　み

　石灰岩は一般に均質であるが，しばしばチャートと互

層帯をなし，チャートに移化する．しかし周辺部を除く

と石灰岩は一般に爽みが少ない。粘板岩は東部の宮原付

近から戸宇に達する宮原粘板岩層を除くと，きわめてわ

ずかである。輝緑凝灰岩の爽みは薄層で，まれに認めら

注9）　本調査による試料は山本健次（1960，1962）が

　　分析した。

れるにすぎない．

　D．鉱　量

　東城町南東部の均質な石灰岩（二畳系）にっいて5千

分の1地形図を作り，その範囲の鉱量を計算した．

　全鉱量　6．68億t，内訳確定　2．63億t，

　　　　　推定　2．64億t，予想　1．41億t，

　　可採鉱量　4．90億t

　ただし，非結晶質石灰岩のみについて算出した。算出

方法の概要は次のとおりである．5千分の1地形図を用

いて5または10m毎の等高線の体積を算出した。比重は

2・5，表土の厚さは3～5m，爽みと岩脈の容積，鐘乳

洞の空隙をそれぞれ10％と仮定して除去した．なお鉱量

は地並までの値である。露天掘可能地域の可採率は1，

被覆岩類の下のものについてはα7とした。

　ほかに西および北西側にはこれに数倍する鉱量が予想

されるが，鉱量は算出していない。

　このほか帝釈川流域の国定公園地域を除いても帝釈台

には巨大な鉱量が見込まれる。

　8．L2炭酸カルシウム製造用原料の石灰岩

　結晶質石灰岩は一般に白色で，細一中粒の糖状結晶を

している。宮原付近（芽平）で日東粉化が，上野谷におい

て国光粉化が炭酸カルシウム製造用として採掘している。

目東粉化は調査地域の西方夏森付近でも稼行している．

　広島県立窯業試験場の資料によると芽平産の糖状結晶

石灰岩の品質は第2表のとおりである。

　炭酸カルシウム製造用原料としての糖状結晶質石灰岩

の鉱量は算定されなかつたが，平田一政光より東側の部

分についてみても1億tをこえると見込まれる。

　＆2軟珪石鉱床

　軟珪石は為重層中で稼行されることがあるが現在は休

灘

　　　図版3　　チヤートと石灰岩の細互層

白色部：石灰岩および石灰脈

黒色部：チヤート

説明　軟珪石はこのような岩石が軟質化したものである。

有頭の北部で小野田セメントが軟珪石を採掘する。

（広島県比婆郡東城町有頭東方の転石）
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第 2 表

試 料

東城町芽平　日東粉化産

〃 〃

CaO
（％）

55．23

55．30

MgO
（％）

0．74

0．65

Fe203

（％）

0．06

0．05

Al203

（％）

0．14

0．19

Sio2十
　　残渣
　（％）

0．06

0．19

灼熱減量

（％）

43，58

43．57

合 計

99．81

99．88

止され，かわつて有頭の北方で小規模に採掘されている。

　筆者はかつて山口県美禰市付近の軟珪石の成因に関し

てのべた（河合，1963b＆c）。

　為重谷の軟珪石の原岩は石炭系の石灰岩とチャートと

の細互層帯を多数の石灰細脈が貫いている．このうちの

石灰分が除かれて珪酸分が濃縮されたもので，岩石はき

わめて軟かく，珪酸分は90％をこえる。山口県美禰市の

軟珪石は原岩を正確に把握することができなかつたが本

地域では軟珪石化した部分が僅かで，広く細互層がみら

れる。図版3に軟珪石化の行なわれていない細互層を示

した。

　軟珪石化の原因は単なる風化作用だけではなく，それ

以前に鉱化作用を併せて受けたものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和41年12月稿）

19一（465）




